
☆市民会議の今後(提案)

　　･みんなでコミュニケーション(視察)

　　　～まずは市民会議メンバーがうちとけたい。

☆市の歴史･現状･未来
　　　　　　　　　↓
　　　　　　　　分析～様々な市民の意見を聞く
　　　　　　　　　　　　　水平関係でまちづくりを考える
　　　　　　　　　　　　　　（市民、議会、行政）

協和学区で

　各グループの発表

　2010.5.15　市民会議

　　　･様々な分野の活動
　　　　～現地できく

　　　・市民活動～様々な問題（高齢化、過疎化、etc）
　　　　　　　　　　　　　　　（分野）
　　　　　　　　　 ～がんばっている市民がいる→連携を
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　↓

　　　　　　　　　　産業（創造）（グリーンツーリズム、etc）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　観光地･連携
　　　　　　　　　　既存の農業･商業～連携を生き残り

　　　　「未来」を考えて生きたい（ビジョン）

　〈１班〉

　　☆市の広報（紙、HP、無線）

　　　　～もう少しうまくできないか?
　　　（様々な活動をわかりやすく）

○重要！→目的の共有

　　　　　　　　情報の共有

　　　　　　　　市の課長以上の参加

　　　　　　　　民間企業

　　常に会議の内容を発信

☆発想の転換を！

山間地、財政
　　→企業にも参加してほしい。

　〈２班〉

・ホームページ
　～ほとんど分からない
　　↓
・この条例づくりについて
　分かりやすく発信を

　→一人でも関心をもってもらうために

縦割り行政が市民活動
　　　に弊害あり

　　　　　　↓

　　　３年ごとに異動

　　　　　　↓

　６／１２WSやるなら参加して

☆現状をどうしたらよいか話し合った

　・進め方～重要

　　・広い地域～どういう人がどういう意見もっているか

　　　　　　　　　　どう多くの人から意見をもらえるか？

　　　　　　　　→こちらからの発信も重要

　　　　　・区長、老人クラブ、消防団とかいたが
　　　　　そういうことやっていない市民の意見もききたい

　　　・生活　→　自分に余裕ないと考えられない（子育て、高齢者、介護）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　→３世代、４世代のくらし
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　～どう条例にもりこめる?

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２０代の若者が帰ってきても
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　次世代につなげられるか?

　　　・交通
　　　　　　　　　　　　　　豊橋、浜松、etcへのつながり

　　　・土地活用　　　県で２番目の広さ

　　　　　　　　　　　　　　　～高齢化などで活用されていない。
　
　　　　　　　　　　　　　　　　（山紫水明）

　　　・文化
　　　　　　　歴史、文化を活かせるような条例づくり

　〈３班〉


